
(1) 昭和40年 8月10日

村のようす
(7月1日現在）

世帯数 1,413戸
人口 7,964人
男 3,902人
女 4,062人
積 46.65

＇平方キロ
面
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説
明
東
福
寺
境
内
の
一
隅
に
あ
る
方
形
の
石
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翁
で
、
総
高
一
八

0
セ
ン
チ
、
宝
珠
露
盤
を
お
い
た
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屋
蓋
と
塔
身
及
び
台
座
か
ら
で
き
て
い
る
。
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正
面
は
扉
造
で
周
囲
に
弥
勒
浄
土
の
四
十
九
院
の
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名
が
刻
ん
で
あ
る
。
寵
の
内
部
に
は
中
央
に
孔
穴
が
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あ
っ
て
舎
利
を
納
め
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、
孔
を
塞
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ぐ
に
大
日
如
来
の
石
像
を
も
つ
て
し
、
像
背
に
「
元
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久
二
年
乙
丑
開
山
宥
元
代
」
の
刻
銘
が
あ
る
。
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元
は
当
時
の
開
山
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
弥
勒
浄
土
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往
生
の
思
想
を
表
現
し
た
稀
有
の
構
造
で
あ
る
。
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／・

東
福
寺
は
徳
一
大
師
の
開
基
で
俗
に
日
本
一
一
＿
所
の
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霊
仏
と
称
さ
れ
る
薬
師
を
秘
仏
と
し
、
鎌
倉
時
代
に
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な
る
十
二
将
神
等
を
安
置
し
、
古
来
よ
り
三
大
寺
と
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い
わ
れ
る
古
寺
で
あ
る
。
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指
定
物
件
は
境
内
の
老
桜
の
下
に
あ
っ
て
後
他
に
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な
る
五
重
の
宝
塔
を
中
に
し
て
同
型
式
の
石
翁
が
あ

ー
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り
内
部
に
五
輸
塔
を
納
め
て
い
る
。
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公
益
上
必
要
や
む
を
得
な
い
外
は
現
状
の
変
更
拓
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本
は
許
さ
れ
な
い
。
管
理
者
玉
川
村
（
東
福
寺
）
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昭和 40年度
*1回結核健康診断部落別内訳
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公
民
館
に
生
れ
変
る
旧
庁
舎

|
．今
月
中
に
完
成
目
指
し
て
着
エ
ー1

◇
新
庁
舎
の
完
成
移
転
に
よ
り
、
旧
庁
舎
を
公
◇

◇
民
館
に
改
造
す
る
工
事
が
、
去
る
七
月
中
旬
◇

◇
よ
り
蒲
工
。
今
月
中
に
完
成
を
目
指
し
て
、
◇

◇
急
。
ヒ
ッ
チ
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
◇

今
度
玉
川
村
公
民
館
と

し
て
生
れ
変
る
旧
庁
舎
は

昭
和
十
九
年
元
泉
村
役
場

と
し
て
物
資
の
統
制
時
代

に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、

窓
の
レ
ー
ル
は
全
部
竹
制

と
い
っ
た
粗
末
な
も
の
で

す
。
そ
の
後
町
村
合
併
に
よ

り
名
称
も
玉
川
村
役
場
と

し
て
増
築
も
さ
れ
、
玉
川

村
の
今
日
的
飛
躍
の
場
と

し
て
の
役
割
を
果
し
て
来

た
建
物
で
す
。

そ
れ
を
、
こ
の
た
び
の

新
庁
舎
落
成
に
よ
り
公
民

館
と
し
て
改
造
す
る
計
画

が
進
め
ら
れ
、
こ
の
程
村

内
外
建
設
業
者
の
競
走
入

札
に
よ
り
、
一
六
五
万
円

で
須
賀
川
市
、
共
栄
建
設

工
業
株
式
会
社
（
社
長
渡

辺
義
七
郎
）
が
請
負
、
今

着
々
新
し
い
模
様
変
え
が

行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

青
写
真
に
よ
る
と
、
一

階
は
事
務
室
、
会
議
室
、

応
接
室
が
あ
り
、
二
階
は

六
〇
帖
敷
日
本
間
と
、
洋

間
大
会
議
等
が
出
来
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

＇

公
民
館
の
完
成
に
よ
り

青
空
公
民
館
の
汚
名
を
返

上
、
各
種
行
事
集
会
等
に

三
六
人
も
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
身
体
を
、
も
っ

と
大
切
に
し
た
い
も
の
で
',

す
。
八
月
中
旬
頃
も
う
一

度
実
施
す
る
予
定
で
す
の

＾
で
、
そ
の
時
は
是
非
受
け

も
大
い
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
の
で
、
早

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
ぅ
。

一

そ
れ
で
も
受
診
さ
れ
な

期
完
成
が
待
た
れ
て
お
り

ま
す
。

い
人
は
石
川
保
健
所
に
行

つ
て
受
診
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

尚
部
落
別
受
診
の
内
訳
J

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。
'

結
の結果から一一

い診廻年五的が実九り十
人さりよ%"八ヽ施日七・一六
がれ‘りで五全しま月日月
七な受下例‘体たで十よ二

ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
、

炎
天
下
工
ソ
ヂ
ン
の
音
も

高
ら
か
に
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
す
。
こ
の
当
時
本
村
に
二
十
日
よ
り
昭
和
四
十
二
金
c
支
払
い
は
昭
和
四
十

於
て
解
放
さ
れ
た
農
地
は
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
一
年
六
月
十
五
日
に
行
わ

三
百
三
町
六
反
で
地
主
数
に
請
求
害
を
提
出
す
れ
ば
れ
ま
す
。

は
五
七
二
人
、
農
地
の
売
良
い
事
に
な
り
ま
す
。

．
叉
こ

3
被
買
収
者
の
交

済
を
受
け
た
者
は
九
五
七
又
支
給
額
で
す
が
一
畝
付
金
の
面
積
計
算
に
当
つ

人
で
そ
の
平
均
対
価
は
田
以
上
一
反
未
満
は
一
律
に
て
は
亮
渡
し
農
地
の
あ
っ

五
七
六
円
七
五
銭
、
畑
ニ
―
万
円
を
五
年
間
の
国
償
た
場
合
に
は
差
引
い
て
面

五
七
円
三
八
銭
で
あ
り
ま
で
償
還
さ
れ
、
一
反
歩
以
績
を
計
算
す
る
こ
と
に
な

し

た

。

上

一

町

歩

ま

で

は

反

当

二

り

ま

す

し

、

同

一

世

帯

内

そ
れ
で
こ
れ
ら
農
地
の
被
万
円
を
一
町
歩
以
上
二
町
に
二
人
の
被
買
収
者
が
あ

買
収
者
后
旧
地
主
）
に
対
歩
ま
で
は
反
当
一
万
円
を
る
場
合
に
は
こ
の
請
求
者

す
る
給
付
金
の
請
求
手
続
二
町
歩
以
上
三
町
歩
ま
で
は
二
人
と
云
う
事
に
な
り

き
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
ば
反
当
六
千
円
を
三
町
歩
ま
す
。
尚
こ
の
事
務
手
続

で
は
こ
の
事
務
を
産
業
課
以
上
は
反
当
二
千
円
の
率
き
等
に
つ
い
て
八
月
中
旬

か
担
当
致
し
ま
す
の
で
被
で
計
算
さ
れ
た
額
を
（
畑
頃
に
被
買
収
者
全
員
の
参

買
収
者
本
人
、
も
し
く
は
は
こ
の
六

0
％
の
額
）
十
集
を
願
つ
て
説
明
会
を
開

年
間
の
国
債
で
切
等
償
還
催
す
る
予
定
で
す
。

そ
の
遺
族
の
方
は

さ
れ
そ
の
第
一
回
の
償
還

①
買
取
令
書
又
は
被
買
収

`
 
................................ 菖o..
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 

,．
 

農
地
の
登
記
簿
謄
抄
本

一
農
村
婦
人
講
座
開
設
さ
る
一

②
戸
籍
謄
抄
本

・
亀
菖
●
●
竃
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，
 

⑧
被
売
済
農
地
調
査
結
果

通

知

書

他

産

業

の

進

展

に

伴

い

事

は

誠

に

喜

ば

し

い

事

で

を
農
地
被
買
収
者
給
付
金
生
産
と
消
費
生
活
の
両
部
御
座
い
ま
す
。

請
求
書
に
添
え
て
役
場
窓
門
を
に
な
っ
て
い
る
農
村
過
般
の
開
講
式
に
あ
た

ロ
ヘ
提
出
し
て
頂
け
ば
良
婦
人
に
対
し
、
資
質
の
向
つ
て
は
本
村
か
ら
は
全
員

い

こ

と

で

す

。

上

を

は

か

る

事

が

極

め

て

出

席

と

云

う

ま

づ

ま

づ

の

叉
被
買
収
者
が
死
亡
し

・重
要
で
あ
る
た
め
、
生
産
ス
ク
ー
ト
ぶ
り
で
、
当
日

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
遺

、及
び
生
活
に
関
す
る
学
習
の
購
師
に
は
石
川
普
及
所

族
は
被
買
収
者
の
遺
族
で
の
場
と
し
、
近
代
的
な
農
長
に
よ
る
近
代
農
業
と
農

あ
る
事
を
証
す
る
戸
籍
謄
村
婦
人
を
養
成
す
る
事
を
村
婦
人
の
心
構
え
と
題
し

抄
本
と
、
同
順
位
者
が
居
目
的
と
し
、
向
う
四
十
一
又
午
后
の
部
に
於
て
は
幻

る
場
合
は
同
順
位
者
の
同
年
三
月
三
十
一
日
迄
の
期
灯
会
を
催
し
、
よ
り
よ
い

意
書
を
添
え
て
請
求
す
る
間
内
に
於
て
一
五
四
の
研
食
生
活
の
た
め
に
と
題
し

こ
と
に
な
り
ま
す
し
、
法
修
計
画
が
組
ま
れ
、
去
る
た
、
百
分
は
一
見
に
し
か

人
の
場
合
も
一
定
の
制
限
六
月
二
十
九
日
開
講
式
が
ず
の
た
と
い
通
り
、
見
た

が
あ
り
ま
す
が
、
本
村
内
大
東
普
及
所
会
議
室
に
於
目
に
よ
る
頭
脳
的
な
勉
強

の
宗
教
法
人
は
受
給
資
格
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
法
等
、
又
最
后
に
反
省
会

が
あ
り
ま
す
。
又
団
体
で
〗
文
講
者
数
は
本
村
よ
り
等
を
催
し
、
一
日
を
有
意

あ
る
部
落
有
の
も
の
＼
共
一
1
五
名
、
大
東
村
よ
り
二
義
の
中
に
、
お
か
あ
さ
ん

有
の
も
の
も
受
給
資
格
が
五
名
の
総
数
五

0
名
か
ら
達
の
熱
心
な
研
修
が
行
な

あ
り
ま
す
の
で
前
記
の
書
な
る
人
要
に
て
、
妓
に
発
わ
れ
ま
し
た
。

類
を
添
え
て
本
年
の
八
月
足
を
見
る
に
到
り
ま
し
た
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ふ: ~.1. 小高 → ---6-08 56_L 

... → 41一
ーーで 中 358 

翌予5 岩法寺 25.3 93~2? 
9 竜崎 434 392 42 -

9899908896 •.. ,.32064 52 0 2 7 
10 南須釜 716: ~ ~ 2646312 6 5 -84 2 北須釜

247173 ' 
.•. 7 ,・ 

一了 吉 ,・_ 2~ 

3 山小屋 149 ・ ・144 5 : 
12 四辻 -12,2 99 :23．． " 

889-2L-L--'1-ー-J9---4 7 5 --・ -
1J 開拓 155 127 28こ

計 4,23.8 3~906 332 

政治への関心高まる
参議員選挙県下オ8位の投票率92・17q,6 

,.、—.,.______' 村内第1 位は吉区の99·07笏一~

やぶうち佐久間白幡村田石頂頁＇

426 184 .. T,577 A~148 ;'4.,337 
170 174 :.'312 . L547 -1,553、
.、194 ・ .77 .:: 197 1,051 . 1 ;'-569, 
17 4 .: 101 ・407 .: 1~800 . 1,、816
148・. :204, 263 1 ;398 >1,540 
110 . 181 ・. 765 2,022 rl,514 
1,222 ・921 3,521 11,966 12,329 

互
玉川村
天葉百
平田村
浅川町
古殿町 、
合 °;計

農事メモ1 I I 11111111 lllllllll 111111111 Ill II• 

穂イモチ病の防除の

カンドコロ

有権者数 投票者数 棄権者

5男,6646女,52212計,1865男,2945女,98911計,283 石川町
玉川村 1,978 2,260 4,238 1,832 2,074 r3• 906 
大東村 1,729 2,064 3,793 1,551 1,710 3,261 178 354 
平田村

2,346 2,669 3囁45,,709165 ,124,,9184 4,126,.536592 , 43,,57037 2 201 307 浅川町 1,886 2~235 127 262 
古殿町 2,624 2,819 "4,854 221 368 
合計 16,22718,569 31,543 1,243 2,010 3;253 

布の場合は特に穂ばらみ期の薬剤

散布がもっとも効果的であり。 2
し

回散布の増合出穂直前と穂ぞろい

期が尚一層の効果があがる。 i ．ヽ ＼

暑中の養鶏管理
（・

め竺:;::~~:f(~ 良，:1
る。鶏痘は 6月中にすんているがf
蚊を防ぐことは相変らず必要であ ，` 
る。蚊一匹の吸血量は卵1個の生

産に匹敵、錮虫の寄生も割合多い、

餌の中に駆虫剤をませて与える事

もお忘れなく。いよい ・よ卵価補償・

基金制度誕生のはこび ・と近々な

る。前途あかるいo一段の拍車。

ダイコンの辛味
水助て期りに 行所部今 1同不有背

一種の揮発性ヵラッ油性分であ｛稲措もし‘よ本し有落後こス防足台負毎

る。これによると辛味の強さには
防置許度必り年たすにののに除を数動年

ヽ｝除をすく要 よいる於防事い推生に力の i

土質や気候、肥料などによつて影.lの図予‘台そりと様て除態か進じ於防こ
響される。窒素分が不足すると辛（

完り算村数の三思な防体にな体‘て除と
壁‘内当の導ヶい方除制対い制適相機な

味が強くなり、燐酸分が不足する ．を以に局完入年ま向機を処° が期当具が
と苦味が出る。 ！期つてに備を計すに具‘し スの量のら

して補於を図画° 移を各て ム共の所‘

北須釜葉たばこ近代化経営農場

七
月
四
日
に
執
行
さ
れ
っ
た
°
今
後
も
皆
ん
な
で
石
川
郡
各
町
村
投
票
率

た
参
議
院
議
員
選
挙
も
有
-
明
る
＜
正
し
い
選
挙
の
啓
1

、

権
者
が
、
政
治
へ
の
責
務
、
発
を
は
か
り
次
回
の
選
挙
＿

を
認
識
さ
れ
、
叉
明
る
く
に
も
今
回
以
上
の
成
績
を

く
い
ま
よ
り
を

あ
げ
る
べ

正
し
い
選
挙
の
推
進
に
よ

り
別
表
の
と
お
り
の
成
績
＼
心
が
け
て
お
き
ま
し
よ
う

を
お
さ
め
、
郡
下
第
二
位
、

｀
，
石
川
郡
各
町
村
候

県
下
第
八
位
の
成
績
と
な
補
者
別
得
票
数

~
 

葉
煙
草
の
収
穫
最
盛
期

ポ
村
の
葉
煙
草
も
東
部
川
葉
の
特
産
地
と
し
て
の

地
域
を
中
心
に
し
て
現
在
た
ば
こ
耕
作
は
、
日
本
専

東
部
地
区
―
‘
一
、
五
四
八
売
公
社
に
9

よ
る
許
可
制
に

ァ
~
ル
、
西
部
地
区
四
、
も
と
づ
い
た
喫
約
栽
培
で

七
七
五
ァ
ー
ル
と
飛
躍
的
あ
り
＇
価
格
も
保
証
さ
れ

な
増
反
を
見
る
に
至
り
、
安
定
し
た
作
物
は
勿
論
の

こ
れ
が
村
の
農
業
収
入
の
こ
と
、
．
貿
易
自
由
化
に
も

面
で
最
大
の
ウ
ェ

ー
ト
を
耐
え
ぅ
ら
れ
る
数
少
な
い

占
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
農
産
物
の
一
っ
と
し
て
今

世
界
的
に
も
有
名
な
松
后
益
々
増
反
を
期
待
で
き

よ
う
。一
方
現
在
の
生
育
状
況

は
、
春
以
来
の
異
常
天
候

に
よ
り
低
湿
の
た
め
、
麦

の
生
育
の
遅
延
等
に
よ
り

ま
し
て
ヽ
心
配
さ
れ
た
初

期
生
育
で
し
た
が
、
そ
の

后
の
回
復
に
よ
り
ま
し
て

総
体
的
に
は
良
好
な
生
育

防除機具台数計画書

・、

部落名農家教 水田面積計要画台必数4希011i望度台購数入現用在台数使闘JJI 辺 156戸 10,923a 11 3 2 
蒜 生 26 1,489 2 ', 1 '1  
小 届 -149 5,895 6 3 1 2 
中 66 4,201 - 5 i -・ 2. 

. 1 ,, 2ヽ

岩一法寺 66 4,280 5 ・2 . 3 
-""'-目 崎 10a 6,503 7 .'. 2. • 1 4 
南須釜 230 8,332 ， ;f .. 2 

i I 4 4 3 北須釜 130 6,044 7 2 
吉 70 3,.; 314 .. 4 ''1 
山小屋 ― • 61 2,639 ・. 3 c; 2 

戸丁1 四辻新田 57 2,0.39 3 1 

計 1. 11~ 55,659 62 18 15 29 

を
見
て
お
り
、
今
や
葉
か

き
に
懸
命
と
云
う
と
こ
ろ

で
す
。北
須
釜
葉
た
ば
こ
近
代

化
経
営
農
場
で
も
、
収
穫

の
最
盛
期
に
入
り
＼
協
同

で
葉
た
ば
こ
の
収
穫
に
は

げ
ん
で
い
る
0

• 

病
害
虫
防
除
事
業
に
伴
う

防
除
機
具
導
入
計
画
に
つ
い
て

度
ぃ
所
存
で
御
座
い
ま
す

尚
、
左
記
に
よ
り
防
除

機
具
必
要
台
数
の
内
、
今

年
度
購
入
希
望
台
数
等
申

込
に
よ
り
計
ヒ
致
し
ま
し

た
。
叉
、
水
田
面
穣
等
ょ

り
換
算
し
七
ヘ
ク
ク
ア
ー

ル
な
い
し
は
一
〇
ヘ
ク
タ

ア
ー
ル
内
で
、
一
台
の
所

有
台
数
と
云
う
事
で
計
上

し
、
計
画
必
要
台
数
を
組

み
ま
し
た
の
で
御
了
承
願

い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の

台
数
導
入
を
各
区
共
充
分

考
慮
さ
れ
ま
す
様
、
御
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

亘
大
な
贈
り
も
の

玉
川
村
役
場
を
訪
る
と

真
先
き
に
重
さ
七
ト
ソ
は

ゆ
う
に
あ
ろ
う
と
云
ぅ
巨

大
な
庭
石
が
、
松
の
緑
り

と
調
和
も
よ
ろ
し
く
ど
つ

か
と
置
か
れ
て
い
る
の
が

目
に
つ
く
。
こ
の
庭
石
は

大
東
前
村
長
の
吉
田
孝
一

さ
ん
よ
り
新
庁
舎
新
築
落

成
を
記
念
し
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
吉
田
さ
ん
ら
し

¢
 

い
贈
り
物
に
村
長
さ
ん
始

め
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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第 3号 (4) 

¥• .,. ー.--. .·.•'、.., -・-., .• —~· 竺'・o. - ,・ ·.• ·"'·-• 

年度別.総'費用'療額,~, 上邸保金競険刃（役者三~場負給担支 叙付畔費率の 備考

; ;, • ,・ . 上..昇• 
7, ~ Q,4 円 $;9;3.7 , .~i. 02 円%0 .. ;・;-

32 16~59 
I―- - ' 

-22,.38 

『 _2~41・•81;44 :, -

為
部
落

川
F

辺

岩
法
寺

竜̀
{，崎

北
須
釜

ク

l, 

吉

お
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

（
六
月
分
の
出
牛
届
書
か
ら
）

火
の
元
に
注
意

米

の

売

渡

は

全
部
予
約
売
渡
申
込
で

昭
和
四
十
年
産
米
の
予
作
を
見
込
予
約
申
込
さ
れ

約
売
渡
申
込
の
受
付
が
、
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
八
日
よ
り
開
始
し
、
尚
本
村
の
予
約
目
標
数

各
集
荷
者
に
お
い
て
予
約
量
は
、
泉
村
農
協
一
万
四

の
取
ま
と
め
を
行
っ
て
い
千
五
百
俵
‘
須
釜
農
協
五

ま

す

。

千

八

百

俵

と

な

っ

て

居

り

御
承
知
の
様
に
本
年
は
ま
す
。
米
の
予
約
申
込
を

四
月
か
ら
の
異
常
天
候
に
し
ま
す
と
、
概
算
払
金
が

よ
り
、
稲
の
生
育
も
軟
弱
一
俵
に
っ
い
て
一
千
円
が

徒
長
の
傾
向
に
あ
り
、
こ
支
払
わ
れ
ま
す
。
も
し
災

れ
に
伴
な
い
病
害
虫
が
多
害
等
に
よ
り
申
込
量
と
売

発
し
、
徹
底
防
除
を
行
っ
渡
で
き
な
い
場
合
は
、
減

て
居
り
ま
す
。

各
生
産
者
に
は
、
既
に

予
約
申
込
さ
れ
た
こ
と
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
申
込
期

限
が
八
月
三
十
日
と
な
っ

て
居
り
、
未
だ
目
標
達
成

し
て
ま
せ
ん
の
で
、
平
年

額
補
正
も
出
来
ま
す
の
で

従
来
通
り
の
予
約
を
特
に

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
産
生
産
者

米
価
は
次
の
と
お
り
決
定

に
な
り
ま
し
た
。

ニュ
0
託
（
石
当
）

一
六
、
三
七
五
円

一
俵
当
り
｀

六
、
五
五

0
円

（
昨
年
よ
り
五
五

0
円

値
上
）
＿

出
生
児
氏
名

矢

部

重

明

村
越
｛
知
栄
子
＇

小

林

知

佳

鈴
木
＇
・
ヘ
孝
．
＾
行

関
根
清
芯
美
，

矢

吹

幸

子

世
帯
主
名

重

蔵
清

重

元

一

'
孝
，
，清'

藤
，
吾

9
,
q
 

¥

,

 

続
柄
長
男
孫ク長

男
孫ク・




